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2022富士登山 
－富士山安全登山啓発のまとめ－ 
－冬の富士登山の危険性－ 

 
美しい富士山を後世に引き継ぐために・・・ 
－富士さんへ謹賀新年（富士山あて年賀状）－ 
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富士山憲章ニュース 

富
士
山
憲
章
山
梨
県
推
進
会
議 

（富
士
山
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
） 

 
富
士
山
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
を
運
営

し
て
い
る
富
士
山
憲
章
山
梨
県
推
進
会
議

は
、
山
梨
県
と
富
士
北
麓
地
域
の
７
市
町
村

（富
士
吉
田
市
、
西
桂
町
、
忍
野
村
、
山
中

湖
村
、
富
士
河
口
湖
町
、
鳴
沢
村
、
身
延

町
）、
２
つ
の
恩
賜
林
組
合
（富
士
吉
田
市
外

二
ヶ
村
恩
賜
県
有
財
産
保
護
組
合
、
鳴
沢
・

富
士
河
口
湖
恩
賜
県
有
財
産
保
護
組
合
）で

構
成
さ
れ
て
お
り
、
平
成
10
年
に
山
梨
・静

岡
両
県
で
制
定
し
た
「富
士
山
憲
章
」の
普

及
啓
発
や
、
富
士
山
の
環
境
保
全
と
適
正

利
用
を
推
進
す
る
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

第
１
回
富
士
山
エ
コ
ト
レ
ッ
キ
ン
グ 

 

富
士
山
の
自
然
や
歴
史
、
文
化
の
解
説
を

聞
き
な
が
ら
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
を
行
う
と
と
も

に
、
「富
士
山
に
ゴ
ミ
を
持
ち
込
ま
な
い
・捨

て
な
い
・
気
づ
い
た
ゴ
ミ
は
拾
う
」の
趣
旨
の
も

と
清
掃
活
動
を
行
う
、
富
士
山
エ
コ
ト
レ
ッ

キ
ン
グ
を
７
月
30
日
（土
）に
開
催
し
ま
し

た
。 

 

世
界
遺
産
富
士
山
の
構
成
資
産
で
あ
る
船

津
胎
内
樹
型
か
ら
吉
田
胎
内
樹
型
、
中
ノ

茶
屋
ま
で
の
、
溶
岩
が
創
造
し
た
森
の
古
道

を
、
富
士
山
世
界
遺
産
セ
ン
タ
ー
調
査
研
究

ス
タ
ッ
フ
の
解
説
を
聞
き
な
が
ら
散
策
し
ま

し
た
。 

 

強
い
日
差
し
が
照
り
つ
け
る
夏
日
で
は
あ

り
ま
し
た
が
、
参
加
者
の
方
に
は
検
温
・消

毒
、
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
沿
っ
た
マ
ス
ク
着
用
に

も
ご
協
力
い
た
だ
き
活
動
し
ま
し
た
。 

 

溶
岩
樹
型
が
40
カ
所
以
上
あ
る
「船
津
胎

内
樹
型
」の
広
い
エ
リ
ア
に
た
た
ず
む
河
口
湖

フ
ィ
ー
ル
ド
セ
ン
タ
ー
で
は
、
無
戸
室
（む
つ

む
ろ
）浅
間
神
社
拝
殿
奥
の
船
津
胎
内
樹
型

入
口
か
ら
一
歩
足
を
踏
み
入
れ
る
と
、
冷
蔵

庫
の
よ
う
な
ひ
ん
や
り
と
し
た
空
気
に
包
ま

れ
ま
し
た
。
そ
の
後
も
木
々
が
日
光
を
遮
る

よ
う
に
広
が
る
森
を
調
査
研
究
ス
タ
ッ
フ
の

解
説
を
聞
き
な
が
ら
散
策
し
、
富
士
山
信

仰
の
歴
史
を
感
じ
る
貴
重
な
石
碑
な
ど
も

見
学
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

 

中
ノ
茶
屋
で
の
お
昼
休
憩
後
、
清
掃
場
所

に
移
動
し
、
２
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
国
道
沿

い
の
清
掃
を
行
い
ま
し
た
。
夏
の
観
光
シ
ー
ズ

ン
の
影
響
も
あ
る
の
か
、
参
加
者
の
方
も
驚

く
ほ
ど
の
ゴ
ミ
が
見
ら
れ
ま
し
た
。 

今
回
の
清
掃
で
回
収
し
た
ゴ
ミ
の
量
は
、 

可
燃
ゴ
ミ
11
・
1
㎏ 

不
燃
ゴ
ミ
33
・
2
㎏ 

主
要
道
路
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
錆
び
た
ワ
イ

ヤ
ー
や
廃
木
材
な
ど
も
あ
り
、
今
後
も
関

係
団
体
な
ど
と
連
携
し
、
富
士
山
の
環
境
保

全
の
た
め
の
継
続
し
た
活
動
を
進
め
ま
す
。 

 

富
士
山
美
化
啓
発
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン 

 

富
士
山
を
訪
れ
る
観
光
客
や
登
山
客
に

環
境
保
全
へ
の
理
解
と
協
力
を
求
め
る
啓
発

活
動
と
清
掃
活
動
を
、
８
月
10
日
（水
）か

ら
12
日
（金
）の
３
日
間
行
い
ま
し
た
。
３
年

ぶ
り
５
日
間
の
開
催
予
定
で
し
た
が
、
後
半

の
２
日
間
は
台
風
の
影
響
に
よ
り
中
止
と
な

り
ま
し
た
。
ス
バ
ル
ラ
イ
ン
マ
イ
カ
ー
規
制
中

の
富
士
山
五
合
目
行
き
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
利
用

者
へ
、
応
募
参
加
の
み
な
さ
ん
か
ら
ゴ
ミ
袋

を
配
布
し
、
ゴ
ミ
の
持
ち
帰
り
を
呼
び
か
け

ま
し
た
。
ま
た
、
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
発
着
所
の
富

士
山
パ
ー
キ
ン
グ
の
清
掃
活
動
も
行
い
ま
し

た
。 

 

シ
ャ
ト
ル
バ
ス
利
用
者
が
コ
ロ
ナ
前
と
比
べ
減

少
し
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、
１
日
の
平
均
は
、

ゴ
ミ
袋
配
布
２
５
０
枚
・回
収
ゴ
ミ
（可
燃
・

不
燃
あ
わ
せ
）４
㎏
で
し
た
。 

 

参
加
者
の
方
か
ら
、
こ
の
よ
う
な
活
動
は

ぜ
ひ
続
け
て
ほ
し
い
と
の
要
望
が
あ
り
ま
し

た
。
今
後
も
、
美
し
い
富
士
山
を
後
世
に
引

き
継
い
で
い
け
る
よ
う
環
境
保
全
の
呼
び
か

け
と
清
掃
活
動
を
企
画
し
ま
す
。 

富
士
山
環
境
保
全
募
金
寄
付
受
納
式 

 

９
月
15
日
（木
）、
星
美
学
園
小
学
校
（東

京
都
北
区
）３
年
生
が
林
間
学
校
で
富
士
山

を
訪
れ
、
富
士
山
環
境
保
全
募
金
へ
の
寄
付

金
の
贈
呈
式
が
、
富
士
山
三
合
目
の
「
富
士

の
聖
母
像
」の
前
で
行
わ
れ
ま
し
た
。 

 

星
美
学
園
小
学
校
は
、
平
成
12
年
に
富

士
山
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
が
設
立
さ
れ

て
以
来
毎
年
、
児
童
の
み
な
さ
ん
が
募
金
を

呼
び
か
け
、
３
年
生
が
学
校
を
代
表
し
て
寄

付
し
て
く
だ
さ
る
こ
と
20
回
。  

清
掃
活
動
報
告 

上
部
：
啓
発
活
動 

下
部
：
清
掃
活
動 

解説に聞き入る参加者のようす 

回
収
し
た
ゴ
ミ
と

計
量
の
よ
う
す 

富
士
山
環
境
保
全
募
金
寄
付

受
納
式 

児童の代表者から手作りの
封筒で寄付いただきました。 

１ 



 

コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
で
一
度
途
絶
え
て
し
ま
い

ま
し
た
が
、
３
年
ぶ
り
に
ご
寄
付
の
お
申
込

み
を
い
た
だ
き
、
児
童
の
み
な
さ
ん
と
お
会
い

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

 

21
回
目
の
思
い
が
詰
ま
っ
た
重
み
を
、
手

作
り
の
袋
か
ら
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

 

こ
の
ご
寄
付
は
、
富
士
山
の
環
境
保
全
の
た

め
に
大
切
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。  

 

誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。   

  

富
士
山
憲
章
山
梨
県
推
進
会
議(

富
士
山

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー)

で
は
、
富
士
山
の
環

境
保
全
に
向
け
た
意
識
や
関
心
を
高
め
、
美

し
い
富
士
山
を
将
来
に
わ
た
り
守
り
引
き
継

ぐ
こ
と
を
決
意
し
た
「富
士
山
憲
章
」の
普
及

定
着
を
図
る
た
め
、
富
士
山
に
あ
て
た
年
賀

状
を
募
集
し
て
き
ま
し
た
。
第
20
回
の
今
回

は
、
富
士
山
が
世
界
遺
産
登
録
10
周
年
を

迎
え
る
年
の
年
賀
状
と
な
り
ま
す
。 

 

そ
こ
で
、
入
選
作
品
２
０
０
点
の
中
か
ら
選

ば
れ
る
入
賞
20
点
の
賞
の
中
に
、
特
別
賞
を

企
画
し
ま
し
た
。 

 

富
士
山
へ
の
愛
に
溢
れ
た
作
品
を
お
待
ち

し
て
お
り
ま
す
。 

 

第
19
回
の
最
優
秀
作
品
３
点
（左
写
真
）

を
含
む
入
賞
・入
選
作
品
展
も
山
梨
県
内
外

を
巡
回
中
で
す
。
是
非
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

 
 

                 

募
集
要
項
な
ど
の
詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
、

富
士
山
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。 

（http
s://w

w
w

.y
am

an
ash

i-

k
an

k
ou

.jp
/v

olu
n
teer/ 

） 

 

                        
 

 

富士山憲章ニュース 

小学生の部 中・高生の部 

Mount Fuji Photo Exhibition 

          Photo by Mt.Fuji Ranger 

富士山レンジャー写真展 2022 

寄付のお礼に感謝状
を贈呈しました。 

第

20
回 

富
士
山
へ
謹
賀
新
年 

～
富
士
山
あ
て
年
賀
状
～ 

一般の部 

    巡回展の日程など詳細はこちらのHPから→ 

https://www.yamanashi-kankou.jp/volunteer/topics/fujisanranger-photoexhibition.html 

２ 



 

富
士
山
レ
ン
ジ
ャ
ー
は
、
今
年
も
富
士
山
の

開
山
期
間
で
あ
る
７
月
１
日
～
９
月
10
日
の

72
日
間
、
ス
バ
ル
ラ
イ
ン
五
合
目
か
ら
の
登
下

山
道
を
巡
回
し
、
安
全
登
山
指
導
を
行
い
ま

し
た
。 

 

環
境
省
の
発
表
に
よ
る
と
、
今
年
の
山
梨
県

側
（吉
田
ル
ー
ト
）の
登
山
者
数
は
９
万
４
０
０

０
人
で
、
昨
年
度
に
比
べ
る
と
73
％
の
増
加
と

な
り
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
前
と
比
べ
る
と
、
約

40
％
程
度
少
な
い
登
山
者
数
と
な
り
ま
し

た
。
ま
た
、
富
士
吉
田
市
の
調
査
に
よ
る
と
、

今
年
度
の
弾
丸
登
山
者
数
は
全
体
登
山
者
数

の
2.6
％
で
し
た
。
弾
丸
登
山
者
が
多
か
っ
た
年

は
、
全
体
登
山
者
の
内
、
約
８
％
で
す
の
で
低

い
水
準
に
抑
え
る
こ
と
が
で
き
て
い
ま
す
。
要

因
と
し
て
は
、
富
士
ス
バ
ル
ラ
イ
ン
の
営
業
時

間
の
短
縮
や
弾
丸
登
山
の
リ
ス
ク
を
継
続
的

に
周
知
し
て
い
る
こ
と
な
ど
が
考
え
ら
れ
ま

す
。 

 

例
年
、
お
盆
の
時
期
に
問
題
と
な
っ
て
い
る

弾
丸
登
山
者
に
よ
る
登
山
道
脇
で
の
テ
ン
ト

設
営
や
山
小
屋
へ
の
迷
惑
行
為
な
ど
の
対
策

と
し
て
、
今
年
度
も
８
月
７
日
か
ら
14
日
の
７

日
間
、
マ
ウ
ン
ト
フ
ジ
ト
レ
イ
ル
ク
ラ
ブ
様
と

合
同
で
夜
間
巡
回
を
行
い
ま
し
た
。 

 

今
年
の
特
徴
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影

響
で
外
国
人
登
山
者
が
少
な
か
っ
た
こ
と
、
ま

た
、
お
盆
期
間
に
天
候
の
不
安
定
な
日
が
続

き
登
山
者
が
少
な
か
っ
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ

ま
す
。
そ
れ
で
も
や
は
り
、
登
山
道
脇
で
寝
て

い
て
、
低
体
温
症
に
な
り
か
け
て
い
る
人
や
立

ち
入
り
禁
止
エ
リ
ア
へ
立
ち
入
り
し
て
い
る
人

が
目
立
ち
ま
し
た
。 

 
ま
た
、
軽
装
備
で
の
登
山
者
も
多
く
見
受
け

ら
れ
ま
し
た
。
例
え
ば
、
写
真
の
よ
う
な
半

袖
、
短
パ
ン
、
裸
足
の
よ
う
な
人
も
見
受
け
ら

れ
ま
し
た
。
軽
装
備
で
の
富
士
登
山
は
、
高
山

病
や
低
体
温
症
に
な
る
リ
ス
ク
を
上
昇
さ
せ

ま
す
。 

 

気
温
が
氷
点
下
に
近
い
中
、
雨
風
に
さ
ら
さ

れ
た
ら
ど
う
な
る
の
か
。
最
悪
の
場
合
、
命
を

落
と
す
こ
と
に
も
な
り
か
ね
な
い
こ
と
を
巡
回

を
行
い
な
が
ら
説
明
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。 

 
 

 

富
士
山
は
天
候
が
変
化
し
や
す
く
、
晴
れ
て

い
た
の
が
30
分
後
に
は
崩
れ
て
い
る
と
い
う
よ

う
な
こ
と
が
よ
く
あ
り
ま
す
。
雨
具
、
登
山

靴
、
防
寒
着
等
を
き
ち
ん
と
装
備
し
て
い
れ

ば
、
悪
天
候
時
に
も
対
応
が
可
能
で
す
。
ま

た
、
五
合
目
と
山
頂
の
気
温
差
は
昼
間
で
９

℃
、
夜
間
で
は
13

℃
以
上
に
も
な
り
ま
す
。 

そ
う
い
っ
た
点
か
ら
、
私
達
富
士
山
レ
ン

ジ
ャ
ー
は
、
軽
装
備
の
登
山
者
を
見
か
け
る
と

お
節
介
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
声
を
お
掛
け

し
て
い
ま
す
。 

 

富
士
山
レ
ン
ジ
ャ
ー
は
、
登
山
者
の
皆
さ
ん

が
ル
ー
ル
を
守
り
、
無
事
に
登
山
さ
れ
る
こ
と

を
願
っ
て
い
ま
す
。
見
か
け
た
際
は
、
皆
さ
ん

か
ら
も
お
気
軽
に
お
声
掛
け
く
だ
さ
い
。 

 
 

 
 
 

〜2022年 富士山安全登山啓発のまとめ～ 

８月１１日(山の日) 山頂の御来光 

山小屋の前で仮眠をとっている弾丸登山者 

迎久須志之神社跡の祠で寝ている弾丸登山者  

半袖、短パン、裸足で登る登山者に指導する富士山レンジャー 上半身裸で登山している登山者 
３ 



２
０
２
２
年
夏
の
富
士
山
に
は
、
山
梨
県
側

（吉
田
ル
ー
ト
）だ
け
で
も
9.4
万
人
の
登
山
者

が
訪
れ
、
コ
ロ
ナ
禍
前
ま
で
戻
ら
ず
と
も
、
賑

わ
い
を
み
せ
ま
し
た
。 

そ
し
て
、
大
き
な
自
然
災
害
・事
故
等
に
見

舞
わ
れ
る
こ
と
な
く
、
９
月
１０
日
、
無
事
、
閉

山
し
ま
し
た
。 

こ
れ
か
ら
富
士
山
は
紅
葉
で
美
し
い
秋
を

過
ぎ
、
頭
に
す
っ
ぽ
り
雪
を
被
っ
た
冬
を
迎
え

ま
す
。 

冬
の
富
士
山
は
、
夏
の
姿
と

は
全
く
異
な
り
、
日
本
一
の

標
高
と
独
立
峰
で
あ
る
が
故

に
、
想
像
を
超
え
る
寒
さ
と

強
風
が
登
山
者
を
襲
い
ま

す
。 下

の
表
が
示
す
通
り
、
残
念

な
が
ら
、
毎
冬
、
死
亡
事
故

や
遭
難
事
故
が
、
山
梨
県
内

の
山
岳
で
発
生
し
て
お
り
、
富

士
山
も
例
外
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。 冬

の
富
士
山
の
山
頂
部
は

平
均
気
温
が
マ
イ
ナ
ス
１５
度

以
下
、
最
低
気
温
は
マ
イ
ナ
ス

３０
度
以
下
に
も
な
り
、
風
速

は
平
均
で
１５

ｍ
以
上
、
最
大

風
速
は
４０
ｍ
を
超
え
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
。 

一
般
的
に
風
速
１
ｍ
で
「体
感
温
度
」が
１
度

下
が
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
冬
の
富
士

山
、
特
に
森
林
限
界
よ
り
上
の
場
所
で
は
、
風

と
雪
を
遮
る
も
の
が
な
く
、
直
撃
を
受
け
る

こ
と
と
な
り
、
低
体
温
症
や
転
落
・滑
落
の
リ

ス
ク
を
高
め
ま
す
。
ま
た
、
強
烈
な
風
が
、
ア

イ
ス
バ
ー
ン
な
ど
の
危
険
な
状
況
を
作
る
こ
と

も
想
定
さ
れ
ま
す
。
富
士
山
で
は
北
西
風
が

強
く
吹
く
と
山
の
東
側
で
風
が
渦
巻
き
、
積

も
っ
た
雪
が
吹
き
あ
が
っ
て
い
る
の
が
麓
か
ら

で
も
確
認
で
き
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
状
況
で
は

登
山
道
や
踏
み
跡
（ト
レ
ー
ス
）も
ま
た
た
く

ま
に
消
え
て
し
ま
い
、
遭
難
に
繋
が
る
危
険
を

常
に
は
ら
ん
で
い
ま
す
。 

 
２
０
１
３
年
、
遭
難
事
故
防
止
及
び
自
然
環

境
保
全
を
目
的
と
し
て
制
定
さ
れ
た
「富
士

登
山
に
お
け
る
安
全
確
保
の
た
め
の
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
」
に
て
、
「充
分
な
技
術
・経
験
・知
識

と
、
し
っ
か
り
と
し
た
装
備
・計
画
を
持
っ
た

者
の
登
山
は
妨
げ
る
も
の
で
は
な
い
が
、
万
全

な
準
備
を
し
な
い
登
山
者
の
登
山
は
禁
止
す

る
。
」こ
と
な
ど
が
明
記
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

   

 

冬
季
閉
山
中
の
富
士
登
山
に
あ
た
っ
て
は
、

厳
し
い
条
件
の
中
、
登
山
す
る
リ
ス
ク
を
し
っ

か
り
と
認
識
し
、
万
全
な
計
画
と
装
備
で
望

む
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。 

 

富
士
山
レ
ン
ジ
ャ
ー
は
、
毎
冬
、
山
梨
県

警
と
連
携
し
、
吉
田
口
登
山
道
の
「
馬
返
」

で
、
厳
冬
期
の
富
士
登
山
者
に
対
し
て
、

装
備
品
の
確
認
、
登
山
届
提
出
の
有
無
な

ど
を
ヒ
ア
リ
ン
グ
し
、
安
全
登
山
啓
発
活

動
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
特
に
登
山
届
を

提
出
し
て
い
な
い
登
山
者
を
多
く
み
か
け

ま
す
。
冬
の
富
士
山
に
果
敢
に
挑
む
の
は

万
全
な
準
備
が
あ
っ
て
こ
そ
。
今
年
度
も

安
全
登
山
を
呼
び
掛
け
て
い
き
ま
す
。 

 

【
富
士
登
山
オ
フ
ィ
シ
ャ
ル
サ
イ
ト
】 

【
登
山
ア
プ
リ
「
コ
ン
パ
ス
」
】 

         

富士山世界遺産センターから望む夏の富士山 夏の富士山と様子が一変する冬の姿 

吉田口登山道「馬返」での冬山登山啓発の様子 

（
１
）万
全
な
準
備
を
し
な
い
登
山
者
の 

 
 

 
 
 

 
 
 

夏
山
期
間
以
外
の
登
山
禁
止 

（
２
）「登
山
計
画
書
」を
必
ず
作
成
、
提
出

（
３
）登
山
者
の
マ
ナ
ー
と
し
て
、  

 
 
 

 
 
 

「携
帯
ト
イ
レ
」の
持
参
と
回
収 

(h
ttp

://w
w

w
.fu

jisan
-clim

b
.jp

/
risk

/g
u
id

elin
es.h

tm
l) 

〜冬の富士登山の危険性～ 

４ 

(h
ttp

s://w
w

w
.m

t-com
p
ass.com

/
h
ow

to.p
h
p
) 



 

富
士
山
環
境
学
習
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
は
、

富
士
山
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
が
実
施
し
て

い
る
教
育
支
援
事
業
で
す
。
多
く
の
人
が
富
士

山
と
ふ
れ
合
い
、
知
識
を
深
め
、
富
士
山
の
環

境
保
全
の
意
識
を
育
む
こ
と
を
目
的
と
す
る

も
の
で
す
。
富
士
山
レ
ン
ジ
ャ
ー
が
、
巡
回
中
に

撮
影
し
た
写
真
等
を
用
い
て
わ
か
り
や
す
く

講
義
し
ま
す
。 

 

プ
ロ
グ
ラ
ム
は
大
き
く
分
け
て
４
つ
あ
り
、
組

み
合
わ
せ
て
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
、
最
大
実

施
時
間
の
目
安
は
２
～
３
時
間
で
す
。 

 

 

富
士
山
世
界
遺
産
セ
ン
タ
ー
に
て
、
富
士
山

の
自
然
や
環
境
保
全
を
楽
し
く
学
べ
る
学
習

会
を
実
施
し
ま
す
。 

 

児
童
・生
徒
・学
生
の
校
外
学
習
や
教
育
旅

行
・社
会
科
見
学
な
ど
に
、
ま
た
社
会
人
の
視

察
旅
行
や
研
修
、
各
種
勉
強
会
に
最
適
で
す
。

学
年
や
予
備
学
習
、
受
講
者
の
知
識
や
企
画

に
応
じ
た
幅
広
い
、
「楽
し
く
」「た
め
に
な
る
」

プ
ロ
グ
ラ
ム
が
特
徴
で
す
。 

 

所
要
時
間
は
30
分
か
ら
、
実
施
人
数
は
最

大
25
名
ま
で
で
す
。
い
ず
れ
に
つ
き
ま
し
て

も
、
ご
相
談
に
応
じ
ま
す
。  

 

山
梨
県
内
で
あ
れ
ば
、
富
士
山
レ
ン
ジ
ャ
ー

が
み
な
さ
ん
の
学
校
や
職
場
等
へ
出
張
し
、

「環
境
学
習
会
」を
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
複
数
回
続
け
て
の
計
画
的
な
学
習
に
も

対
応
可
能
で
す
。
ま
た
、
体
育
館
な
ど
で
の
講

義
も
可
能
で
す
。
（最
大
50
名
程
度
） 

【出
張
講
座
の
所
要
時
間
・実
施
人
数
】 

学
校
＝
１
時
限
（
30
～
60
分
） 

・１
ク
ラ
ス

人
数
か
ら
。 

職
場
等
＝
60
～
90
分
・１
グ
ル
ー
プ
か
ら
。 

 
 

○
ミ
ニ
エ
コ
ツ
ア
ー 

 

ミ
ニ
エ
コ
ツ
ア
ー
で
は
、
富
士
山
世
界
遺
産
セ

ン
タ
ー
の
自
然
観
察
園
で
の
散
策
を
通
し
て
、

富
士
山
の
自
然
に
つ
い
て
楽
し
く
学
ぶ
こ
と
が

で
き
ま
す
。 

 

○
ゴ
ミ
拾
い
体
験 

 

富
士
山
世
界
遺
産
セ
ン
タ
ー
周
辺
等
で
の
ゴ

ミ
拾
い
の
実
体
験
を
通
し
て
、
富
士
山
周
辺
地

域
の
環
境
保
全
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。 

   
 

 
 
 

    

 

実
施
期
間
は
い
ず
れ
も
４
月
か
ら
11
月
、

所
要
時
間
は
30
分
か
ら
、
実
施
人
数
は
最
大

15
名
で
す
。
15
名
以
上
は
ご
相
談
く
だ
さ

い
。 

 

○
教
員
・指
導
者
向
け
の
支
援
活
動 

＊
教
員
・指
導
者
を
対
象
と
し
た
研
修
会
・勉

強
会
の
開
催 

＊
富
士
山
教
育
に
関
す
る
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
相

談 ＊
写
真
や
各
種
資
料
等
授
業
に
使
用
す
る
教

材
の
貸
し
出
し 

 

○
団
体
リ
ー
ダ
ー
・企
業
担
当
者
向
け 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

支
援
活
動 

＊
研
修
や
環
境
学
習
に
使
用
す
る
写
真
や
パ

ネ
ル
、
各
種
資
料
の
貸
し
出
し
・提
供 

＊
団
体
リ
ー
ダ
ー
・企
業
担
当
者
向
け
の
研

修
・講
習
の
実
施
及
び
研
修
計
画
、
Ｃ
Ｓ
Ｒ
推

進
に
関
す
る
相
談 

 

○
富
士
山
環
境
学
習
よ
ろ
ず
相
談 

＊
富
士
山
と
環
境
保
全
に
関
す
る
自
主
学

習
、
各
種
研
究
に
対
す
る
質
問
・相
談
受
付
・

資
料
提
供 

 

【申
込
・お
問
い
合
わ
せ
】 

富
士
山
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
ま
で 

（http
s://w

w
w

.y
am

an
ash

i-k
an

k
ou

.jp
/v

olu
n
teer/ 

） 

ミニエコツアー＠世界遺産センター自然観察園 

出張講座＠忍野村の宿泊施設にて 

東京都の小学校の５年生 

   環境学習会＠富士山世界遺産センター  

ごみ拾い体験＠世界遺産センター周辺

富
士
山
環
境
学
習 

 
 

 
 

 

支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム 

１
．
環
境
学
習
会 

２
．
出
張
講
座 

３
．
体
験
型
学
習 

４
．
そ
の
他
教
育
支
援
活
動 

５ 



富士山世界遺産センターだより20号 
■
山
梨
県
立
富
士
山
世
界
遺
産
セ
ン
タ
ー 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

南
館
展
示
紹
介 

３  
 

前
号
に
続
い
て
、
新
た
に
導
入
し
た
Ｖ
Ｒ
と
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し

た
内
容
を
少
し
詳
し
く
紹
介
し
ま
す
。 

 ●
 

世
界
遺
産
富
士
山
Ｖ
Ｒ 

 

「富
士
信
仰
の
旅
」 

 

富
士
山
に
は
、
４
つ
の
登
拝
路

と

は

い

ろ

（登
山
道
）が
あ
り
ま
す
。

今
に
い
た
る
ま
で
、
最
も
多
く
の
登
山
者
を
集
め
て
い
る
の

が
、
吉
田
町

よ
し
だ
の
ま
ち

（富
士
吉
田
市
上
吉
田
）を
起
点
と
す
る
吉
田

口
登
山
道
（北
口
）で
す
。 

 

Ｖ
Ｒ
ゴ
ー
グ
ル
を
装
着
し
て
、
吉
田
口
か
ら
富
士
山
頂
を
め

ざ
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

 

 

●
 

「藤
切
祭
～
甲
府
市
右
左
口
町
・円
楽
寺
～ 

」 

 

甲
府
市
右
左
口
町
七 し

ち

覚 か
く

に
あ
る
円
楽
寺
は
、
修
験
道
の

開
祖
と
さ
れ
る
役
行
者

え
ん
の
ぎ
ょ
う
じ
ゃ

が
創
建
し
た
と
伝
え
ら
れ
る

古
寺
で
す
。
御
室

お

む

ろ

（吉
田
口
二
合
目
）に
あ
っ
た
行
者
堂
を

管
理
し
、
富
士
山
と
も
縁
が
深
い
寺
院
で
す
。
か
つ
て
同

寺
で
は
旧
暦
４
月
15
日
に
藤
切
の
祭
が
行
わ
れ
、
「七

覚
の
真
截

し
ん
き
り

」の
名
で
知
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
高
さ
8.5
メ
ー

ト
ル
の
真
木
（柱
松
）を
立
て
、
藤
蔓

ふ
じ
づ
る

で
作
っ
た
28
本
の
輪

を
結
び
、
こ
れ
に
一
人
の
修
験
者
が
よ
じ
登
っ
て
、
最
上

部
の
輪
を
切
り
落
と
し
ま
し
た
。
そ
の
年
の
富
士
山
で
の

修
行
開
始
を
告
げ
る
儀
式
で
、
富
士
山
に
お
け
る
修
行

を
模
し
た
も
の
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。 

  
 

 
 

●
 

「仏
の
世
界
か
ら
神
の
世
界
へ
」～
仏
教
色
の
排
除
～  

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

明
治
政
府
の
神
仏
分
離

し
ん
ぶ
つ
ぶ
ん
り

政
策
に
よ
り
、
山
頂
を
仏
の
住

む
世
界
と
す
る
考
え
方
は
否
定
さ
れ
、
富
士
山
の
信
仰

世
界
は
一
変
し
ま
し
た
。
山
中
の
各
所
に
あ
っ
た
仏
像
や

仏
具
は
一
掃
さ
れ
、
「
木
花
開
耶
姫
命

こ
の
は
な
さ
く
や
ひ
め
の
み
こ
と

」な
ど
の
神
々
が

祀
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。 

 

登
山
の
性
格
に
も
変
化
が
訪
れ
、
信
仰
よ
り
も
レ

ジ
ャ
ー
、
ス
ポ
ー
ツ
を
目
的
と
す
る
登
山
者
が
増
え
て
い

き
ま
す
。
鉄
道
や
道
路
の
整
備
も
進
み
、
よ
り
多
く
の
人

び
と
が
富
士
山
頂
を
め
ざ
す
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。 

大善寺 

吉田町の入口（金鳥居 

か な ど り い

）、吉田口登 

山道の起点（大鳥居
お お と り い

 ）、馬返
うまがえし

……。 

登山道の要所には、鳥居が立っていま

す。 

御坂峠上空から見る富士山は、
葛飾北斎が描いた富士山です。こ
れぞ「芸術の源泉」！！ 

展示の上部には、富
士山頂の仏像群と、賽
の河原で石積みをする
参詣者の姿が描かれて
います。下部は、現在の
吉田口頂上にある久須
志神社。以前は、薬師
堂でした。 

現在、甲州市勝沼町勝沼の大
善寺には、これに似た祭が伝承
されています。 

６ 
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企
画
展 

富
士
の
神
事
芸
能
と
病 

 

富
士
山
世
界
遺
産
セ
ン
タ
ー
で
は
今

年
度
第
一
回
の
企
画
展
を
開
催
し
ま
し

た
（会
期
＝
７
月
28
日
（木
）～
９
月
26

日
（月
）
）。
湯
立
や
六
斎
な
ど
、
富
士
山

周
辺
に
伝
わ
る
神
事
芸
能
や
念
仏
芸
能

を
病
気
と
の
関
連
で
と
り
あ
げ
ま
し

た
。
こ
こ
で
は
、
獅
子
神
楽
（獅
子
舞
）の

展
示
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。 

<

流
行
病
と
獅
子
神
楽>

 

 

静
岡
県
御
殿
場
市
の
沼
田
・
大
坂
や

神
奈
川
県
箱
根
町
の
宮
城
野
・仙
石
原

に
は
「湯
立
神
楽
」（湯
立
獅
子
舞
）が
伝

わ
り
ま
す
。
こ
の
芸
能
で
は
、
釜
に
沸
か

し
た
お
湯
の
周
り
で
、
獅
子
頭
を
か
ぶ
っ

た
舞
手
が
神
楽
を
舞
い
、
笹
の
葉
を
湯
に

浸
し
て
周
囲
に
振
り
か
け
ま
す
。  

 

湯
立
神
楽
は
流
行
病
と
密
接
な
関
係

が
あ
り
ま
す
。
た
と
え
ば
、
宮
城
野
で

は
、
中
断
さ
れ
て
い
た
獅
子
神
楽
が
、
ス

ペ
イ
ン
風
邪
の
流
行
を
き
っ
か
け
に
、
大

正
９
年
（１
９
２
０
）に
復
活
し
ま
し
た
。

獅
子
神
楽
の
奉
納
に
は
、
疫
病
退
散
の

願
い
が
込
め
ら
れ
て
い
ま
し
た
。 

〈下
吉
田
か
ら
伝
わ
っ
た
獅
子
神
楽
〉 

 

さ
て
、
こ
う
し
た
静
岡
・神
奈
川
県
の

獅
子
神
楽
は
、
下
吉
田
（
山
梨
県
富
士

吉
田
市
）か
ら
伝
播
し
た
と
考
え
ら
れ

て
い
ま
す
。 

 

そ
の
証
拠
と
な
る
の
が
「辻
引
」と
よ
ば

れ
る
、
神
楽
の
舞
い
方
を
図
や
文
章
で
説

明
し
た
巻
物
で
す
（写
真
１
、
２
）。  

 
 

 
 
 

 

沼
田
や
仙
石
原
に
伝
わ
る
辻
引
の
末
尾

に
は
「萱
沼
儀
（義
）兵
衛
」と
い
う
人
名

が
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
萱
沼
儀
兵
衛
の

「萱
沼
」と
は
下
吉
田
に
住
ん
で
い
た
萱

沼
氏
の
こ
と
で
す
。 

 
 

萱
沼
氏
に
は
、
江
戸
時
代
を
通
じ
て

寺
社
を
建
て
る
大
工
と
し
て
活
躍
し
た

家
筋
が
あ
り
ま
す
。
彼
ら
の
活
動
域
は

富
士
北
麓
の
み
な
ら
ず
、
静
岡
県
東
部

の
御
厨
地
方
ま
で
及
ん
で
い
ま
し
た
。
大

工
の
活
動
を
通
し
て
御
厨
地
方
に
か
か

わ
り
を
持
っ
た
萱
沼
氏
が
、
こ
の
地
方
に

獅
子
神
楽
を
伝
授
し
た
と
考
え
ら
れ
ま

す
。 

 

今
回
の
展
示
で
は
、
下
吉
田
の
萱
沼
氏

の
一
家
系
に
伝
わ
る
辻
引
（写
真
１
）と

裾
野
市
須
山
に
伝
わ
る
辻
引
（写
真
２
）

を
紹
介
し
ま
し
た
。
写
真
２
を
み
る
と
、

写
真
１
に
よ
く
似
た
図
が
描
か
れ
て
い

る
こ
と
に
気
づ
く
で
し
ょ
う
。
須
山
の
獅

子
神
楽
も
、
下
吉
田
の
流
れ
を
汲
ん
で
い

る
よ
う
で
す
。 

〈獅
子
頭
の
展
示
〉 

 

下
吉
田
に
伝
わ
っ
た
獅
子
神
楽
に
中

組
神
楽
が
あ
り
ま
す
が
、
残
念
な
こ
と

に
現
在
は
中
断
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
今

回
の
展
示
で
は
、
神
楽
を
伝
承
す
る
天

神
社
か
ら
獅
子
頭
を
借
用
い
た
し
ま
し

た
（写
真
３
）。
こ
の
獅
子
頭
は
夏
休
み
に

来
場
し
た
子
ど
も
た
ち
に
も
人
気
で
し

た
。 

 
ま
た
、
須
山
で
か
つ
て
使
わ
れ
て
い
た

古
い
獅
子
頭
も
並
べ
て
展
示
し
ま
し
た

（写
真
４
）。
鼻
が
ふ
っ
く
ら
と
し
た
愛
嬌

が
あ
る
顔
立
ち
を
気
に
入
ら
れ
た
の
か
、

多
く
の
方
々
に
好
評
で
し
た
。 

 
 

予告 令和４年度 第2回企画展 「吉田－富士山北面の登拝拠点－」 

◇会  期  2022年12月24日(土)～2023年2月27日（月）   

◇会  場  富士山世界遺産センター南館  

       富士山ステーション 

◇内  容  吉田（富士吉田市上吉田）は、吉田口登山道の玄関口

として栄えました。富士山へ向かって南北方向に延び

る今日の町割の原形が成立したのは元亀３年（1572）

で、ちょうど450年が経過したことになります。ひと

つの「節目」として、吉田の歴史を振り返ります。 
▲写真４ 須山の獅子頭 

▲写真３ 下吉田の獅子頭  

▲写真１ 御神楽辻引之事（下吉田） 

▲写真２ 御神楽辻引之事（須山） 

７ 



 

富士山憲章（行動規範） 

一 富士山の自然を学び、親しみ、豊かな恵みに感謝しよう。 

一 富士山の美しい自然を大切に守り、豊かな文化を育もう。 

一 富士山の自然環境への負荷を減らし、人との共生を図ろう。 

一 富士山の環境保全のために、一人ひとりが積極的に行動しよう。 

一 富士山の自然、景観、歴史・文化を後世に末長く継承しよう。 

               平成10年11月18日 山梨県・静岡県 

富士山憲章は、富士山の自然環境等の保全の理念や環境保全のための

行動規範を示すことにより、富士山の環境保全への協力を訴え、国民

的な規模で保全運動の展開を図っていくことを目的としています。 

■編集・発行 富士山ボランティアセンター 

            （富士山憲章山梨県推進会議） 

山梨県南都留郡富士河口湖町船津6663-1 

（富士山世界遺産センター北館内） 
TEL: 0555-20-9229  FAX: 0555-72-4114 

E-MAIL: fujisan@eps4.comlink.ne.jp 

本誌のバックナンバーは下記よりダウンロードできます。 

https://www.yamanashi-kankou.jp/volunteer/
newsletter/index.html 

富士山環境保全関連イベントのメールマガジンを希望す
る方は、「富士の国やまなし観光ネット 富士の国やまなし
メールマガジン」の会員登録画面より登録してください。 

https://www.yamanashi-kankou.jp/mailmagazine/
index.html  

～ i n f o r m a t i o n ～ 

第20回 富士さんへ謹賀新年～富士山あて年賀状～ 

美しい富士山を守り、未来へ引き継いで行くために。 

2023年6月世界遺産登録10周年を迎える 

  富士山への年賀状を全国から募集します。 

募集期間：令和４年１１月１５日（火）～令和５年１月１６日（月）消印有効 

応 募 先 

問 い 合 わ せ 

〒401-0301 山梨県南都留郡富士河口湖町船津6663-1 

      (山梨県立富士山世界遺産センター北館内) 

富士山ボランティアセンター 「富士さんへ謹賀新年」 係 

TEL:0555-20-9229 

URL:https://www.yamanashi-kankou.jp/volunteer/ 

応募規定など募集の詳細は、  第２０回富士さんへ謹賀新年  検索 


